



























































































































年 代 価 格 年 代 価 格 年 代 価 格
明治01年 12銭 昭和13年 08銭 昭和35年6月 14円46銭
明治08年 05銭 昭和14年 08銭 昭和36年4月 15円80銭
明治12年 04銭 昭和15年 09銭3厘 昭和37年3月 16円
明治16年 03銭5厘 昭和16年 09銭8厘 昭和38年 16円
明治20年 03銭 昭和17年 10銭8厘 昭和39年6月 18円
明治34年 04銭 昭和18年 11銭5厘 昭和40年 18円
明治42年 03銭9厘 昭和19年 14銭1厘 昭和41年4月 18円
大正01年 04銭 昭和20年 15銭 昭和42年4月 20円
大正07年 06銭 昭和21年 01円3銭 昭和43年 20円
大正08年 05～08銭 昭和22年 02円8銭 昭和44年3月 23円
大正10年 08～10銭 昭和23年 06円89銭 昭和45年 25円
大正13～14年 08銭 昭和24年 10円12銭 昭和46年5月 28円
昭和01年 08～10銭 昭和25年 11円5銭 昭和47年 28円
昭和02年 09銭6厘 昭和26年 12円7銭 昭和48年2月 32円
昭和03～04年 09銭 昭和27年 13円50銭 昭和48年12月 40円
昭和05年 06～08銭8厘 昭和28年 14円17銭 昭和49年7月 46円
昭和06年 07銭9厘 昭和29年 15円10銭 昭和50年9月 47円
昭和07年 06銭8厘 昭和30年 12円50銭 昭和51年2月 52円
昭和08年 07銭7厘 昭和31年 13円50銭 昭和52年 52円
昭和09年 07銭5厘 昭和32年 14円30銭 昭和53年7月 55円
昭和10年 07銭5厘 昭和33年 14円  －
昭和11年 08銭 昭和34年 13円50銭 昭和57年 55円
























年 代 事 項 備 考
明治30年 古社寺保存法制定 内務省，特別保護建造物44件指定。社寺が中心で，城郭，民家，近代建築は対象外
明治35年 法隆寺修理 中門解体修理




















































































































施設名 所在地 設立年代 説 明 現 状





明治30年～ 数十万坪 兵舎は三宿 防衛庁自衛隊施設多し
近衛師団近衛歩兵連隊 太子堂 明治31年 歩兵第1連隊兵舎約30棟 昭和女子大学
近衛師団近衛騎兵連隊 太子堂 明治31年 兵舎約50棟 同上
近衛師団近衛野砲連隊 太子堂 明治31年 兵舎約15棟 都営住宅地，戦後鳩ポッポの家保育園（取壊し）
近衛師団野砲兵弾薬庫 下馬 大正10年頃 現存せず。韓僑会館として一部残る。
陸軍機甲師団 桜丘 自動車学校とも言った 東京農業大学構内
陸軍第二衛戌病院 太子堂 明治33年 陸軍の患者を治療 国立小児病院，国立成育医療研究センター
陸軍第四衛戌病院 大蔵 昭和 国立大蔵病院，国立成育医療研究センター
陸軍衛生材料 上用賀 昭和4年 国立衛生試験場，国立医薬品食品衛生研究所
Ⅲ期 住宅地開発とその発展
世田谷が東京近郊の住宅地としてのイメージが確立したのは，何と言っても桜新町分譲地が開発されたことに
よる。それは大正2年（1913）のことで，田園調布の分譲に先駆けること10年前であった。当時の宣伝の謳い
文句は「東京の軽井沢」で，上流階級の別荘地を庶民でも購入出来るというものであった。
明治40年（1907）玉川電鉄が近郊の私鉄の中で最も早く開通されたのは，俗説に多摩川の砂利を運搬するた
めであったと言われる。確かに明治29年当初の目論見は砂利運搬にあったが，地元の資本金も集まらず難航し
ていたところ，新町の分譲住宅を計画していた東京信託株式会社（明治39年設立）が出資して旅客運送も加えて，
ようやく開通したのであった。
新町住宅地には玉電の停車場が出来て，住宅地には電気が供給されて電灯が灯され，縦横の街路には後に町名
ともなる桜樹が植えられ，排水溝が整備され，派出所や浴場，商店が配された。この桜新町住宅地が開発された
ことによって，鉄道と住宅地開発の結びつきは強くなり，民間住宅，公益住宅地の開発が世田谷各地で行われ，
都心の勤労者が加速度的に移住して来るようになった。
民間住宅では，大正11年京王電鉄の南烏山に建てられた和田住宅（26戸）がある。この住宅地は大正8年巣
鴨から移転してきた松沢病院の工事をした和田工務店が開発したものであった。作家平塚らいてうがこの住宅地
に居住していた。
また松沢病院の東側には大正13年左内町分譲地が出来た。この土地は松沢村の村長鈴木左内の土地であった
が，第一土地株式会社が3万坪を開発した。上北沢駅の南西に伸びる「肋骨通り」を軸にして街区が形成されて
いる。敷地は70～200坪であった。
新町住宅の民間企業による宅地開発にやや遅れて，国の住宅政策として大正8年から地方公共団体の住宅建設
に低利資金融資が行われることになり，大正9年東京府は財団法人住宅協会を設立して郊外住宅地を7ヶ所設け，
その一つとして三軒茶屋に世田谷住宅が造られた。駅にも近く，都心の通勤にも便利な所が選ばれていた。これ
は公益住宅の先駆けをなすもので，低収入者層を対象と，甲種会員（30円以上の入会金を納め，以後一定の会費を納
めて住宅を使用し，15年後所有権を持つ），乙種会員（10円以上の入会金を納め，以後会費を納めて住宅を使用する），丙
種会員（毎月会費を納入し，寄宿舎を使用）の3種の会員がいた。世田谷住宅は戸数が139戸で，132戸が甲種会員，
7戸が乙種会員であった。しかし府営住宅はその後関東大震災に遭遇し，経済的不況により会費の滞納が多くな
り，加えて政府に融資の余裕もなくなり，この計画は同潤会に引き継がれることになった。
この東京府の住宅協会が設立されたほぼ同じ頃，東京府は町村にも低利資金の貸し付けを行い，住宅供給を行
っている。その町営住宅には，普通住宅，店舗向住宅，分譲住宅の3種あり，世田谷では世田谷に普通住宅地20
戸と分譲住宅地29戸の2ヶ所が造られた。その住宅は敷地は借地で，木造，平屋建て，和風，瓦葺き，規模は
18坪，14.75坪，10坪の3種があり，2～4室の座敷が取られていた。
同潤会分譲住宅地は，世田谷では昭和6，7年経堂と駒沢，11年に松陰の3ヶ所に設けられている。同潤会は
関東大震災が起った翌年の大正13年5月に被災者の救済を目的として設立され，被害が多かった下町にいち早
く，当時としてはモダーンな鉄筋コンクリート造のアパートメントハウスが15棟（2,542戸）建てられて有名と
なったが，戸数から見れば，木造の普通住宅3,019戸の方が多く，近郊各地に分譲住宅地が昭和16年住宅営団
に移行されるまで建てられていた。
駒沢分譲地に建てられた住宅は41戸で，木造瓦葺二階建または平屋建で，敷地は140坪，延坪25坪で，府営
や町営住宅の約2倍の広さを取っていた。その間取りは，当時若手の建築家たちがこぞって応募した新住宅の懸
賞図案集に見られるように，様々なタイプが見られるが，玄関，中廊下，居間，茶の間，客間などを南側に取り，
台所，風呂，便所などを北側に配する形式が定着している。
Ⅳ期 文化住宅とその展開
明治時代の後期から東京の人口は急激に増加していったが，住宅政策が全く行われていなかったため下町の住
宅地は過密となり，江戸時代以来の町人や新しく興った近代産業の勤労者も，中間層の勤め人も長屋住まいをせ
ざるを得ない状況であった。大正時代になって，いわゆる大正デモクラシーの風潮の中でようやく生活改善運動
が始まり，大正11年（1922）上野の平和記念東京博覧会で文化村にモデル住宅が展示されて以後 ・文化住宅・
ブームが起こり，翌年の関東大震災後郊外に住宅が建てられた。
新しい文化住宅を提案する建築家も生まれ，私鉄の開通によって便利となった郊外の住宅地に続々と建てられ
ていった。世田谷の新町，代田，成城，海軍村などの代表的住宅地には住宅作家による作品も多く建てられた。
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